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《資料１．関越自動車道の交通状況》

平成28年9月14日



関越自動車道の歩み

○これまでの渋滞対策の取り組み
６車線化
平成６年３月 新座ＴＢ～藤岡ＪＣＴ間
平成８年３月 大泉ＪＣＴ～新座ＴＢ間
付加車線化
平成２２年１２月 上り線 本庄児玉ＩＣ手前 ①
平成２３年 ３月 上り線 嵐山ＰＡ～花園ＩＣ間（一部） ②
平成２５年 ８月 上り線 坂戸西スマートＩＣ付近 ③

Ｈ6.3 新座ＴＢ～藤岡ＪＣＴ ６車線化完成 Ｈ8.3 大泉ＪＣＴ～新座ＴＢ ６車線化完成

○花園ICから東京側約1kmにサグ点（緩い下り坂（勾配約0.6％、延長約4km）～緩い上り坂

（勾配約1.4％、延長約1km）に変化する地点）があり、この地点を通過し緩い上り坂にさし

かかると、気付かないうちに速度低下し、交通量の多い時期には大きな渋滞が発生。

○この渋滞を緩和するため、緩い上り坂が始まる手前からその坂の頂上を過ぎるまでの約

1.5kmの区間に『ゆずり車線』を設置し、この区間の車線数を片側3車線から片側4車線に

拡幅 （平成23年3月17日に開通）

対策前 対策後

所沢IC三芳SIC川越IC

東松山IC

嵐山小川IC

花園IC本庄児玉IC

関越自動車道 鶴ヶ島JCT

鶴ヶ島IC

(c) Esri Japan, ZENRIN CO.,LTD.

坂戸西SＩＣ

高坂SA嵐山PA
寄居PA

至

練
馬

大泉JCT

上里SIC 新座TB

首都圏中央連絡自動車道

上信越自動車道

東京外環自動車道

[凡例]
関越自動車道
その他高速道路

①H22.12
（上り）本庄児玉ＩＣ手前
付加車線設置

②H23.3
（上り）嵐山ＰＡ～花園ＩＣ間
付加車線設置

③H25.8
（上り）坂戸西ＳＩＣ付近
付加車線設置
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○上り線の本庄児玉IC付近は緩い上り坂（勾配0.5％）であり、気付かないうちに速度が低下し、交通量の多い時期には大きな

渋滞が発生していた。

○この渋滞を緩和するため、本庄

児玉ICの出口車線延長を約0.1

kmから上り坂が始まる手前まで

約1.8kmに延伸し、この区間の

本線車線数を片側3車線から片

側４車線に拡幅

（平成22年12月17日に開通）

○この出口車線延伸により、本庄

児玉ICに流出する車が速度低

下する前に出口車線を走行する

ようになり、本線車線（片側３車

線）の低速走行車が軽減し、本

線の混雑及び速度低下の程度

が軽減され、渋滞が緩和された。

○関越自動車道の変遷（埼玉県区間関連）
東京都練馬区を基点とし、新潟県長岡市に至る全長
約２５０ｋｍ、うち埼玉県内は約６６ｋｍ。
昭和４６年１２月 練馬ＩＣ～川越ＩＣ間開通（４車線）
昭和５０年 ８月 川越ＩＣ～東松山ＩＣ間開通（４車線）
昭和５５年 ７月 東松山ＩＣ～前橋ＩＣ（藤岡ＪＣＴ）間開通

（４車線）
平成 ８年 ３月 鶴ヶ島ＪＣＴ（圏央道西側）接続
平成１６年 ３月 嵐山小川ＩＣ供用
平成１８年１０月 三芳スマートＩＣ（本格運用）
平成２０年 ３月 鶴ヶ島ＪＣＴ（圏央道東側）接続
平成２５年 ８月 坂戸西スマートＩＣ供用
平成２７年１２月 上里スマートＩＣ供用

至

高
崎
・前
橋

藤岡JCT

②H23.3 （上り）嵐山ＰＡ～花園ＩＣ間 付加車線設置

①H22.12 （上り）本庄児玉ＩＣ手前 付加車線設置



関越自動車道 交通量

0

20,000

40,000

60,000

80,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

0

20,000

40,000

60,000

80,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

所沢IC三芳SIC川越IC

東松山IC

嵐山小川IC

花園IC本庄児玉IC藤岡JCT

関越自動車道 鶴ヶ島JCT

至

高
崎 鶴ヶ島IC
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○大泉JCT～藤岡JCT間の交通量は約6万台～約11万台/日で平日より休日が多く、特に鶴ヶ島ＪＣＴ～東松山ＩＣ間の交通量が
約10～11万台/日と他区間に比べ高い

高坂SA
嵐山PA

寄居PA
至

練
馬

80 KP 70 KP 60 KP 50 KP 40 KP 30 KP 20 KP 10 KP 0KP

嵐山小川IC 東松山IC 鶴ヶ島JCT 川越IC 三芳SIC 所沢IC 大泉JCT

大泉JCT所沢IC三芳SIC川越IC鶴ヶ島JCT鶴ヶ島IC坂戸西SIC東松山IC嵐山小川IC花園IC本庄児玉IC藤岡JCT

藤岡JCT
本庄児玉IC

花園IC 坂戸西SIC
鶴ヶ島IC上里SA

上里SA
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高坂SA
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上
里
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下り線

上り線

27,837 27,686 29,434 33,682 36,128
42,636 44,036 47,843 43,335 44,205 41,089 43,608

45,72542,55944,89144,12948,89145,47243,980
37,640

33,44230,79128,45428,415

39,259 39,027 40,106 44,823 45,740
50,963 52,329 55,832

47,872 49,218 46,368 45,791

46,76345,69047,79846,795
55,27651,87850,68746,59545,475

40,90538,96239,000

[凡例]
平日平均交通量（H28.4～H28.5）
休日平均交通量（H28.4～H28.5）（台/日）

大泉JCT

上里SIC 新座TB

東京外環自動車道
首都圏中央連絡自動車道

上信越自動車道
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[凡例]
関越自動車道
その他高速道路
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関越自動車道 渋滞回数

所沢IC三芳SIC川越IC

東松山IC

嵐山小川IC

花園IC本庄児玉IC藤岡JCT

関越自動車道 鶴ヶ島JCT
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(c) Esri Japan, ZENRIN CO.,LTD.
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○平休別では、休日の方が渋滞回数が多く、上下別に見ると上り線の渋滞回数が多い。
○上り方向では平日は大泉JCT～所沢IC間、休日は坂戸西スマートIC～東松山IC間、下り方向では休日の東松山IC～坂戸西ス
マートIC間で渋滞回数が多い。

平
成
２
７
年
渋
滞
回
数
（
回
/
年
）

上下線計の
24％ 上下線計の

15％

上下線計の
16％

渋滞回数 ：各IC、JCT間を先頭とする交通集中渋滞回数の合計値
渋滞の定義：時速40km以下で低速走行あるいは停止発進を繰り返す車列が、

1km以上かつ15分以上継続した状態

資料： NEXCO東日本（H27.1～H27.12）
：平日 ：休日［凡例］

下り線

上り線
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[凡例]
関越自動車道
その他高速道路
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上下線計
1,034
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(c) Esri Japan, ZENRIN CO.,LTD.
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東京外環自動車道
首都圏中央連絡自動車道

○休日の渋滞量が多く、上り合計は下り合計と比較して渋滞量が多い。
○渋滞量が多いのは、坂戸西スマートIC～東松山IC間となっている。

平
成
２
７
年
渋
滞
量
（
km
・
h
/
年
）

上下線計の
38％

上下線計の
17％

渋滞量 ：各IC、JCT間を先頭とする交通集中渋滞の
渋滞量（0.5×渋滞時間×最大渋滞長）の合計値

渋滞の定義：時速40km以下で低速走行あるいは停止発進を繰り返す車列が、
1km以上かつ15分以上継続した状態

：平日 ：休日［凡例］

下り線

上り線
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[凡例]
関越自動車道
その他高速道路

資料： NEXCO東日本（H27.1～H27.12）
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関越自動車道 速度の時系列的な変化

平日

休日

平日

休日

0時台

6時台

12時台

18時台

23時台
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23時台

資料：ETC2.0プローブデータ H28.4～H28.5

休日夕方の時間帯に
速度低下発生

休日午前中の時間帯に
速度低下発生

○上り方向は、坂戸西スマートＩＣ付近から本庄児玉ＩＣ付近において速度低下が発生。特に、休日夕方の時間帯に、坂戸西スマート
ＩＣ付近を先頭に渋滞が発生。
○下り方向は、坂戸西スマートＩＣ付近から所沢ＩＣ付近において速度低下が発生。特に、休日午前中に坂戸西スマートＩＣ付近を先
頭に渋滞が発生。
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《資料２．関越自動車道の渋滞対策（案）》



１．渋滞要因

1



関越自動車道 上り線の渋滞要因

2
2324252627282930313233343536373839404142434445

■縦断図

■交通量 資料：ETC2.0プローブデータ H28.4～H28.5

45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

■渋滞状況

（KP）

休日

繁忙期
（ＧＷ）

0時台

6時台

12時台

18時台

23時台

0時台

6時台

12時台

18時台

23時台

凡例＜速度＞

60km/h以下
80km/h以下

40km/h以下

東松山IC 高坂SA 坂戸西SIC 鶴ヶ島IC 鶴ヶ島JCT

サグ部 サグ部 サグ部

休日 45,740 50,963 52,329 55,832 47,872

資料：NEXCO東日本資料（トラカンデータ：H28.4～H28.5）

○上り方向は、坂戸西スマートＩＣ付近から本庄児玉ＩＣ付近において速度低下が発生。特に、休日夕方の時間帯に、坂戸西スマートＩＣ
付近を先頭に渋滞が発生。
〇坂戸西スマートＩＣ付近では、サグ部やＩＣ分合流により、速度低下が発生。
○高坂ＳＡ付近では、サグ部やＳＡ分合流により、速度低下が発生。

坂戸西スマートＩＣ付近を先頭に
サグ部やＩＣ分合流に伴い速度低下

上り線
至

嵐
山
小
川

至

川
越

上
り
線

高坂ＳＡ付近を先頭に
サグ部やＳＡ分合流に伴い速度低下

繁忙期（ＧＷ）：H28.4.28～H28.5.8

■車線運用状況



関越自動車道 下り線の渋滞要因

3
2324252627282930313233343536373839404142434445

■縦断図

資料：ETC2.0プローブデータ H28.4～H28.5

45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

■渋滞状況

坂戸西スマートＩＣ付近を先頭に
サグ部やＳＡ・ＩＣ分合流に伴い速度低下

下り線

（KP）

休日

繁忙期
（ＧＷ）

0時台

6時台

12時台

18時台

23時台

0時台

6時台

12時台

18時台

23時台

東松山IC 高坂SA 坂戸西SIC 鶴ヶ島IC 鶴ヶ島JCT

サグ部 サグ部 サグ部

休日 46,595 50,687 51,878 55,276 46,795

資料：NEXCO東日本資料（トラカンデータ：H28.4～H28.5）
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凡例＜速度＞

60km/h以下
80km/h以下

40km/h以下

繁忙期（ＧＷ）：H28.4.28～H28.5.8

※事故による渋滞：H28.5.2 21:30～翌0:20

※

○下り方向は、坂戸西スマートＩＣ付近から所沢ＩＣ付近において速度低下が発生。特に、休日午前中に坂戸西スマートＩＣ付近を先頭に
渋滞が発生。
〇坂戸西スマートＩＣ付近では、サグ部やＳＡ・ＩＣ分合流により、速度低下が発生。

■交通量

■車線運用状況



２．渋滞対策（案）

4



関越自動車道 渋滞対策（案）

5

＜対策の方向性＞

〇高坂ＳＡ及び坂戸西スマートＩＣ前後の分合流部に、付加車線を設置。

■対策位置 上り線 付加車線の設置 Ｌ＝５．３ｋｍ

下り線 付加車線の設置 Ｌ＝１．３ｋｍ※１

【対策前】 【対策後】

東松山IC 高坂SA 坂戸西SIC 鶴ヶ島IC 鶴ヶ島JCT

至

嵐
山
小
川

至

川
越

上り線

下り線

１．９ｋｍ １．２ｋｍ ２．２ｋｍ

１．３ｋｍ

道路幅員 道路幅員

■標準横断図

※１：前後区間の渋滞対策の必要性
については引き続き検討を実施

拡幅※２

※２：拡幅には、用地取得が必要
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《資料３．その他》

平成28年9月14日
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さいたま市役所

埼玉県庁

さいたま新都心

上尾南IC
（上尾市堤崎）

与野JCT

新大宮上尾道路
（与野～上尾南）
延長：約8.0km

平成28年度 直轄事業化

新大宮上尾道路
（上尾南～桶川北本）
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埼玉県
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計画断面

○ 埼玉中央地域における渋滞対策 新大宮上尾道路（与野～上尾南）の新規事業化

○ H28年度、与野～上尾南間の約8㎞について、国の直轄事業として新規事業化
○ 今年度は、測量設計費を計上し、コスト縮減の検討とともに、有料道路事業の活用など、事業区分に関する調整を行う予定

・起終点：埼玉県さいたま市中央区円阿弥

～埼玉県上尾市堤崎

・延 長：約8.0㎞

N

▲並行する国道17号BP
【さいたま市大宮区内の渋滞状況】

▲並行する国道17号
【上尾市内の渋滞状況】

至 東京都
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至 東京都

至 高崎市

しん おおみや あげ お よ の あげ お みなみ
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【凡例】
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【凡例】
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【広域図】

桶川JCT

上尾南IC

宮前南IC

与野JCT

新大宮上尾道路
（与野JCT～桶川JCT）

延長：15km 優先して取り組むべき区間
（与野JCT～上尾南IC）

延長約8km
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川口JCT

17298

鶴ヶ島JCT
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計画断面

埼玉中央地域における渋滞対策（案）・優先して取りくむべき区間（案）
（第３回 埼玉県中央地域渋滞ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ検討WG資料 再掲）
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○南北方向（新大宮上尾道路等）について外環～圏央道間における対策が必要。特に与野JCT～国道16号間については、
国道17号バイパスの混雑が著しいことから、対策を優先すべき

宮前IC

大宮IC


